
　

「
国
際
結
び
文
化
展
」
が

　

「
国
際
結
び
文
化
展
」
が

1111
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
鎌

月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
鎌

倉
芸
術
館
で
開
か
れ
る
。
日

倉
芸
術
館
で
開
か
れ
る
。
日

本
結
び
文
化
学
会
（
滋
賀
県

本
結
び
文
化
学
会
（
滋
賀
県

近
江
市
、
熊
倉
功
夫
会
長
）

近
江
市
、
熊
倉
功
夫
会
長
）

が
全
国
を
巡
っ
て
開
催
し
て

が
全
国
を
巡
っ
て
開
催
し
て

い
る「
結
び
」の
展
示
会
で
、

い
る「
結
び
」の
展
示
会
で
、

国
際
展
は
今
回
で

国
際
展
は
今
回
で
1515
回
目
。

回
目
。

　

「
花
結
び
」
は
、
１
本
の

　

「
花
結
び
」
は
、
１
本
の

紐
を
手
で
結
び
、
花
や
チ
ョ

紐
を
手
で
結
び
、
花
や
チ
ョ

ウ
、
紋
な
ど
に
表
現
す
る
日

ウ
、
紋
な
ど
に
表
現
す
る
日

本
の
伝
統
技
法
。

本
の
伝
統
技
法
。

　

茶
入
れ
の
花
結
び
は
、
毒

　

茶
入
れ
の
花
結
び
は
、
毒

薬
な
ど
の
異
物
の
混
入
を
防

薬
な
ど
の
異
物
の
混
入
を
防

ぐ
た
め
に
考
案
さ
れ
た
鍵
の

ぐ
た
め
に
考
案
さ
れ
た
鍵
の

役
目
を
す
る
と
い
わ
れ
る
。

役
目
を
す
る
と
い
わ
れ
る
。

茶
道
石
州
流
清
水
派
の
師
匠

茶
道
石
州
流
清
水
派
の
師
匠

・
故
橋
田
正
園
氏
は
、
江
戸

・
故
橋
田
正
園
氏
は
、
江
戸

時
代
の
古
書
に
描
か
れ
た
仕

時
代
の
古
書
に
描
か
れ
た
仕

服
結
び
の
完
成
図
を
見
て
、

服
結
び
の
完
成
図
を
見
て
、

ど
の
よ
う
に
結
ん
で
い
け
ば

ど
の
よ
う
に
結
ん
で
い
け
ば

こ
の
形
に
で
き
る
か
と
復
元

こ
の
形
に
で
き
る
か
と
復
元

に
長
年
取
り
組
ん
で
い
た
。

に
長
年
取
り
組
ん
で
い
た
。

現
在
花
結
び
作
家
と
し
て
活

現
在
花
結
び
作
家
と
し
て
活

躍
中
の
田
中
年
子
さ
ん
は
１

躍
中
の
田
中
年
子
さ
ん
は
１

９
６
４
年
（
昭
和

９
６
４
年
（
昭
和
3939
）
に
橋

）
に
橋

田
さ
ん
に
弟
子
入
り
し
、
と

田
さ
ん
に
弟
子
入
り
し
、
と

も
に
花
結
び
の
再
現
に
取
り

も
に
花
結
び
の
再
現
に
取
り

組
み
、
１
０
０
種
類
近
く
を

組
み
、
１
０
０
種
類
近
く
を

復
元
。
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る

復
元
。
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る

本
を
１
９
６
７
年
に
出
版

本
を
１
９
６
７
年
に
出
版

し
、
茶
道
の
関
係
者
ら
に
頒

し
、
茶
道
の
関
係
者
ら
に
頒

布
さ
れ
た
が
、
結
び
が
注
目

布
さ
れ
た
が
、
結
び
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

そ
の
そ
の
1515
年
ほ
ど
後
の
こ
と
。

年
ほ
ど
後
の
こ
と
。

　

講
習
や
展
示
の
依
頼
が
続

　

講
習
や
展
示
の
依
頼
が
続

　

秋
風
が
心
地
よ
い
季
節
い

　

秋
風
が
心
地
よ
い
季
節
い

つ
も
の
バ
イ
ク
（
カ
ブ
号
）

つ
も
の
バ
イ
ク
（
カ
ブ
号
）

で
1010
月
1414
日
材
木
座
・
光
明

日
材
木
座
・
光
明

寺
山さ

ん
な
い

さ
ん
な
い内

の
蓮
乗
院
さ
ま
を
訪

の
蓮
乗
院
さ
ま
を
訪

ね
た
。

ね
た
。

　

当
日
は
光
明
寺
の
お

　

当
日
は
光
明
寺
の
お
十じ

ゅ
う
や

じ
ゅ
う
や夜

法
要
の
真
っ
最
中
。
い
ち
ど

法
要
の
真
っ
最
中
。
い
ち
ど

お
参
り
し
た
い
と
願
っ
て
い

お
参
り
し
た
い
と
願
っ
て
い

た
チ
ャ
ン
ス
と
ワ
ク
ワ
ク
し

た
チ
ャ
ン
ス
と
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
の
取
材
で
し
た
。
こ

な
が
ら
の
取
材
で
し
た
。
こ

ん
な
時
期
（
ご
本
山
の
お
十

ん
な
時
期
（
ご
本
山
の
お
十

夜
）
に
申
し
訳
な
か
っ
た
の

夜
）
に
申
し
訳
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
ご
住
職
や
お
稚
児

で
す
が
、
ご
住
職
や
お
稚
児

さ
ん
の
世
話
役
を
さ
れ
て
い

さ
ん
の
世
話
役
を
さ
れ
て
い

た
お
寺
の
お
嬢
様
に
親
切
に

た
お
寺
の
お
嬢
様
に
親
切
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。    

　

蓮
乗
院
は
こ
の
地
に
あ
っ

　

蓮
乗
院
は
こ
の
地
に
あ
っ

た
蓮
乗
寺
と
い
う
真
言
宗
寺

た
蓮
乗
寺
と
い
う
真
言
宗
寺

院
で
し
た
が
、
浄
土
宗
第

院
で
し
た
が
、
浄
土
宗
第

三
祖
光
明
寺
御
開
山

三
祖
光
明
寺
御
開
山
然ね

ん
あ

ね
ん
あ阿

良り
ょ
う
ち
ゅ
う

り
ょ
う
ち
ゅ
う忠

上
人
に
よ
っ
て
浄
土

上
人
に
よ
っ
て
浄
土

宗
蓮
乗
院
と
改
め
ま
し
た
。

宗
蓮
乗
院
と
改
め
ま
し
た
。

良
忠
は
光
明
寺
の
落
成
ま
で

良
忠
は
光
明
寺
の
落
成
ま
で

蓮
乗
院
に
居
住
し
て
お
ら
れ

蓮
乗
院
に
居
住
し
て
お
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
代
々

た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
代
々

光
明
寺
の
法
主
（
ご
住
職
）

光
明
寺
の
法
主
（
ご
住
職
）

に
上
が
ら
れ
る
方
は
蓮
乗
院

に
上
が
ら
れ
る
方
は
蓮
乗
院

に
入
っ
て
か
ら
改
め
て
光
明

に
入
っ
て
か
ら
改
め
て
光
明

寺
に
入
る
慣
わ
し
に
な
っ
て

寺
に
入
る
慣
わ
し
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

い
る
そ
う
で
す
。

　

御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像

　

御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像

は
金
泥
に
修
復
さ
れ
新
し
い

は
金
泥
に
修
復
さ
れ
新
し
い

印
象
を
受
け
る
も
の
で
す

印
象
を
受
け
る
も
の
で
す

が
、
像
内
に
正
安
元
年（
１

が
、
像
内
に
正
安
元
年（
１

２
９
９
）、鎌
倉
時
代
の
年
号

２
９
９
）、鎌
倉
時
代
の
年
号

が
み
ら
れ
、大
仏
師
、播
磨
の

が
み
ら
れ
、大
仏
師
、播
磨
の

法ほ
っ
き
ょ
う
そ
う
え
ん

ほ
っ
き
ょ
う
そ
う
え
ん

橋
宗
圓

橋
宗
圓
の
作
と
伝
え
ら
れ

の
作
と
伝
え
ら
れ

る
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ
て

る
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。
宗
圓
と
い
う
仏
師

い
ま
す
。
宗
圓
と
い
う
仏
師

は
未
詳
で
す
が
、
近
年
、
京

は
未
詳
で
す
が
、
近
年
、
京

都
の
都
の
石い

わ
し
み
ず

い
わ
し
み
ず

清
水
清
水
八は

ち
ま
ん
ぐ
う

は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
幡
宮
の
男お

と
こ
や
ま

お
と
こ
や
ま山

太た
い
し
ど
う

た
い
し
ど
う

子
堂
子
堂
の
南な

む

ぶ

つ

な

む

ぶ

つ

無
仏
無
仏
太た

い
し
ぞ
う

た
い
し
ぞ
う

子
像
子
像
の

作
者
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ

作
者
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ

れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

　

修
復
前
の
写
真
が
残
っ
て

　

修
復
前
の
写
真
が
残
っ
て

い
る
と
ご
住
職
よ
り
見
せ
て

い
る
と
ご
住
職
よ
り
見
せ
て

い
た
だ
き
、「
昔
の
方
が
ふ

い
た
だ
き
、「
昔
の
方
が
ふ

く
よ
か
に
み
え
ま
す
よ
」
と

く
よ
か
に
み
え
ま
す
よ
」
と

笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
な
お
、
如
来
は

　

今
な
お
、
如
来
は
蓮は

ち
す

は
ち
す

の
台

う
て
な

う
て
な

に
乗
っ
て
人
々
の
往
生
を
願

に
乗
っ
て
人
々
の
往
生
を
願

っ
て
や
ま
な
い
の
で
す
。
境

っ
て
や
ま
な
い
の
で
す
。
境

内
の
沢
山
の
露
店
で
人
々
は

内
の
沢
山
の
露
店
で
人
々
は

賑
や
か
で
楽
し
げ
。
な
か
に

賑
や
か
で
楽
し
げ
。
な
か
に

は
一
杯
や
れ
る
店
も
あ
り
、

は
一
杯
や
れ
る
店
も
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
お
寺
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
お
寺
は

こ
れ
で
よ
い
の
だ
と
頷
き
、

こ
れ
で
よ
い
の
だ
と
頷
き
、

活
き
た
仏
教
を
感
じ
気
持
ち

活
き
た
仏
教
を
感
じ
気
持
ち

が
軽
く
な
り
ま
し
た
。

が
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
金
泥
、

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
金
泥
、

像
高
像
高
8181
・
８
㎝
、
鎌
倉
時

・
８
㎝
、
鎌
倉
時

代
、
市
重
文
。
拝
観
は
本
堂

代
、
市
重
文
。
拝
観
は
本
堂

正
面
か
ら
。

正
面
か
ら
。

き
、
結
び
文
化
の
振
興
・
発

き
、
結
び
文
化
の
振
興
・
発

展
を
図
る
た
め
、
１
９
９
２

展
を
図
る
た
め
、
１
９
９
２

年
（
平
成
４
）
に
「
日
本
結

年
（
平
成
４
）
に
「
日
本
結

び
文
化
学
会
」
が
結
成
さ
れ

び
文
化
学
会
」
が
結
成
さ
れ

た
。
同
会
は
、
結
び
の
調
査

た
。
同
会
は
、
結
び
の
調
査

・
研
究
を
行
い
、
研
究
発
表

・
研
究
を
行
い
、
研
究
発
表

会
や
講
演
会
、
展
示
会
の
開

会
や
講
演
会
、
展
示
会
の
開

催
、
資
料
収
集
、
保
存
、
活

催
、
資
料
収
集
、
保
存
、
活

用
ほ
か
、
結
び
を
通
し
て
海

用
ほ
か
、
結
び
を
通
し
て
海

外
と
の
国
際
交
流
な
ど
の
活

外
と
の
国
際
交
流
な
ど
の
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
在
住
の
倉
田

　

鎌
倉
在
住
の
倉
田
生い

く

こ

い

く

こ子
さ

ん
（
ん
（
8484
）
は
、
１
９
７
８
年

）
は
、
１
９
７
８
年

に
故
橋
田
正
園
氏
の
作
品
に

に
故
橋
田
正
園
氏
の
作
品
に

魅
せ
ら
れ
、
花
結
び
に
入

魅
せ
ら
れ
、
花
結
び
に
入

門
。
現
在
は
田
中
年
子
さ
ん

門
。
現
在
は
田
中
年
子
さ
ん

に
師
事
し
、
日
本
結
び
文
化

に
師
事
し
、
日
本
結
び
文
化

学
会
の
理
事
と
し
て
展
示
会

学
会
の
理
事
と
し
て
展
示
会

へ
の
出
展
や
国
際
交
流
の
催

へ
の
出
展
や
国
際
交
流
の
催

し
に
参
加
。
今
回
の
展
示
の

し
に
参
加
。
今
回
の
展
示
の

世
話
役
を
し
て
い
る
。

世
話
役
を
し
て
い
る
。

　

展
示
さ
れ
る
の
は
、
僧
侶

　

展
示
さ
れ
る
の
は
、
僧
侶

が
袈
裟
の
上
か
ら
掛
け
る

が
袈
裟
の
上
か
ら
掛
け
る

修し

ゅ

た

ら

し

ゅ

た

ら

多
羅
多
羅
や
壁
飾
り
、
茶
入
れ

や
壁
飾
り
、
茶
入
れ

飾
り
な
ど
の
置
物
、
額
飾

飾
り
な
ど
の
置
物
、
額
飾

り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
会

り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
会

員
の
作
品
約
１
０
０
点
。
韓

員
の
作
品
約
１
０
０
点
。
韓

国
の
愛
好
者
も
来
日
し
て
出

国
の
愛
好
者
も
来
日
し
て
出

展
す
る
。
水
引
や
ワ
ー
ク
ロ

展
す
る
。
水
引
や
ワ
ー
ク
ロ

ー
プ
の
紹
介
も
。

ー
プ
の
紹
介
も
。

　

花
結
び
の
魅
力
を
倉
田
さ

　

花
結
び
の
魅
力
を
倉
田
さ

ん
は
、「
伝
統
的
な
も
の
か

ん
は
、「
伝
統
的
な
も
の
か

ら
創
作
ま
で
１
本
の
紐
で
美

ら
創
作
ま
で
１
本
の
紐
で
美

を
表
現
で
き
る
」
と
語
り
、

を
表
現
で
き
る
」
と
語
り
、

「
暮
し
に
根
づ
い
た
文
化

「
暮
し
に
根
づ
い
た
文
化

で
、
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま

で
、
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
展
示
会
な
の

で
楽
し
め
る
展
示
会
な
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
〜
午
後
５
時
、

時
〜
午
後
５
時
、

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
倉

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
倉

田
方
☎
０
４
６
７
・

田
方
☎
０
４
６
７
・
2525
・
４
・
４

５
３
４

５
３
４

　

今
年
、
明
治
１
５
０
年
に

　

今
年
、
明
治
１
５
０
年
に

あ
た
る
の
を
記
念
し
、
鎌
倉

あ
た
る
の
を
記
念
し
、
鎌
倉

市
の
安
寧
、
海
上
安
全
、
大

市
の
安
寧
、
海
上
安
全
、
大

漁
豊
魚
、
五
穀
豊
穣
、
商
売

漁
豊
魚
、
五
穀
豊
穣
、
商
売

繁
盛
を
祈
念
す
る
流
鏑
馬

繁
盛
を
祈
念
す
る
流
鏑
馬

が
、
が
、
1111
月
1111
日
鎌
倉
の
材
木

日
鎌
倉
の
材
木

座
海
岸
で
挙
行
さ
れ
る
。

座
海
岸
で
挙
行
さ
れ
る
。

　

主
催
は
鎌
倉
流
鏑
馬
実
行

　

主
催
は
鎌
倉
流
鏑
馬
実
行

委
員
会
。
日
本
弓
馬
術
協
会

委
員
会
。
日
本
弓
馬
術
協
会

　

武
田
流
が
諸
役
を
務
め
、

　

武
田
流
が
諸
役
を
務
め
、

実
行
委
員
長
は
武
田
流
師
範

実
行
委
員
長
は
武
田
流
師
範

の
伊
村
直
也
さ
ん

の
伊
村
直
也
さ
ん
（
４
面

（
４
面

「
ひ
と
」
欄
で
紹
介
）

「
ひ
と
」
欄
で
紹
介
）
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
半
に
補
陀
洛
寺

時
半
に
補
陀
洛
寺

を
出
発
し
た
諸
役
は

を
出
発
し
た
諸
役
は
1111
時

ご
ろ
材
木
座
海
岸
に
到
着

ご
ろ
材
木
座
海
岸
に
到
着

し
、
神
事
の

し
、
神
事
の

あ
と
あ
と
1111
時
半
時
半

か
ら
海
岸
に

か
ら
海
岸
に

設
置
さ
れ
た

設
置
さ
れ
た

約
３
０
０
㍍

約
３
０
０
㍍

の
流
鏑
馬
馬

の
流
鏑
馬
馬

場
で
、
３
カ
所
の
的
を
射
ぬ

場
で
、
３
カ
所
の
的
を
射
ぬ

く
。観
覧
自
由
。
小
雨
決
行
。

く
。観
覧
自
由
。
小
雨
決
行
。

　

流
鏑
馬
前
日
の

　

流
鏑
馬
前
日
の
1010
日
午
前

日
午
前

1111
時
か
ら
流
鏑
馬
前
の
海
岸

時
か
ら
流
鏑
馬
前
の
海
岸

美
化
活
動
が
あ
り
、
協
力
を

美
化
活
動
が
あ
り
、
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

関
連
行
事
と
し
て
鎌
倉
市

　

関
連
行
事
と
し
て
鎌
倉
市

二
階
堂
の
鎌
倉
宮
で
、

二
階
堂
の
鎌
倉
宮
で
、
1111
月

１
〜
１
〜
1111
日
「
近
代
流
鏑
馬
の

日
「
近
代
流
鏑
馬
の

歴
史
写
真
展
」
、

歴
史
写
真
展
」
、
1111
月
４
月
４

日
、
日
本
弓
馬
協
会
・
豊
田

日
、
日
本
弓
馬
協
会
・
豊
田

重
之
理
事
の
流
鏑
馬
教
養
講

重
之
理
事
の
流
鏑
馬
教
養
講

座
を
開
催
。
入
場
無
料
。

座
を
開
催
。
入
場
無
料
。

　

大
会
名
誉
会
長
の
鎌
倉
宮

　

大
会
名
誉
会
長
の
鎌
倉
宮

・
小
岩
裕
一
宮
司
、
日
本
古

・
小
岩
裕
一
宮
司
、
日
本
古

式
弓
馬
術
協
会
、
鎌
倉
市
立

式
弓
馬
術
協
会
、
鎌
倉
市
立

第
一
中
学
校
同
窓
会
清
潮

第
一
中
学
校
同
窓
会
清
潮

会
、
葛
原
岡
神
社
、
補
陀
洛

会
、
葛
原
岡
神
社
、
補
陀
洛

寺
、
源
頼
朝
会
ら
が
実
行
委

寺
、
源
頼
朝
会
ら
が
実
行
委

員
会
を
構
成
し
、
市
や
鎌
倉

員
会
を
構
成
し
、
市
や
鎌
倉

漁
業
組
合
な
ど
が
後
援
し
て

漁
業
組
合
な
ど
が
後
援
し
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
同
実
行

い
る
。
問
い
合
わ
せ
同
実
行

委
員
会
・
木
村
方
☎
０
４
６

委
員
会
・
木
村
方
☎
０
４
６

７
・
７
・
2323
・
３
９
５
４

・
３
９
５
４

　

▼

　

▼
宝
物
風
入

宝
物
風
入　

３
〜
５

　

３
〜
５

日
、
円
覚
寺
、
建
長
寺
。

日
、
円
覚
寺
、
建
長
寺
。

　

▼

　

▼
国
宝
舎
利
殿
特
別
公
開

国
宝
舎
利
殿
特
別
公
開

　

３
〜
５
日
、
円
覚
寺
。

　

３
〜
５
日
、
円
覚
寺
。

　

▼

　

▼
火
焚
き
祭

火
焚
き
祭　

８
日

　

８
日
1414

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
丸

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
丸

山
稲
荷
社
。五
穀
豊
穣
、無
病

山
稲
荷
社
。五
穀
豊
穣
、無
病

息
災
祈
願
。鎌
倉
神
楽
奉
納
。

息
災
祈
願
。鎌
倉
神
楽
奉
納
。

　

▼

　

▼
写
真
供
養
感
謝
祭

写
真
供
養
感
謝
祭
1010
日

1111
時
浄
智
寺

時
浄
智
寺（
7
面
に
詳
細
）

面
に
詳
細
）

　

▼

　

▼
「
七
五
三
」
の
宮
参
り

「
七
五
三
」
の
宮
参
り

1515
日
。女
子
７
歳「
帯
結
び
」、

日
。女
子
７
歳「
帯
結
び
」、

男
子
５
歳「
袴
着
け
」、男
女

男
子
５
歳「
袴
着
け
」、男
女

３
歳
息
災
と
幸
福
祈
願
。

３
歳
息
災
と
幸
福
祈
願
。

　

▼

　

▼
逗
子
流
鏑
馬
と
武
者
行

逗
子
流
鏑
馬
と
武
者
行

列　

1818
日
1111
時
1515
分
、
武
者

分
、
武
者

行
列（
亀
岡
八
幡
宮
〜
）。

行
列（
亀
岡
八
幡
宮
〜
）。1313

時
、流
鏑
馬
（
逗
子
海
岸
）。

時
、流
鏑
馬
（
逗
子
海
岸
）。

　

▼

　

▼
時
頼
忌
大
俳
句
大
会

時
頼
忌
大
俳
句
大
会　

2323
日
1111
時
〜
投
句
。建
長
寺
。

時
〜
投
句
。建
長
寺
。

　

▼

　

▼
新
嘗
祭

新
嘗
祭　

2323
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
収
穫
の
感
謝

鶴
岡
八
幡
宮
。
収
穫
の
感
謝

と
国
の
弥
栄
を
祈
念
。

と
国
の
弥
栄
を
祈
念
。

　

▼

　

▼
一
ツ
火
法
要

一
ツ
火
法
要　

2727
日
1717

時
、
遊
行
寺
。
灯
火
を
燈
し

時
、
遊
行
寺
。
灯
火
を
燈
し

仏
法
甦
り
念
仏
祈
念
。

仏
法
甦
り
念
仏
祈
念
。

　

今
年
は
異
常
に
強

　

今
年
は
異
常
に
強

い
台
風
に
鎌
倉
も
何

い
台
風
に
鎌
倉
も
何

度
か
襲
わ
れ
ま
し
た

度
か
襲
わ
れ
ま
し
た

▼
台
風
当
日
夜
に
は

▼
台
風
当
日
夜
に
は

Ｊ
Ｒ
が
運
休
し
、
翌

Ｊ
Ｒ
が
運
休
し
、
翌

朝
も
電
車
の
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ

朝
も
電
車
の
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ

て
、
人
々
に
大
き
な
影
響
を

て
、
人
々
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
▼
そ
の
よ
う
な

与
え
ま
し
た
▼
そ
の
よ
う
な

中
、
大
船
駅
で
折
り
返
し
運

中
、
大
船
駅
で
折
り
返
し
運

転
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

転
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
い
外
国
人
が
電
車
に
乗
り

な
い
外
国
人
が
電
車
に
乗
り

合
わ
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

合
わ
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

知
人
は
「
鎌
倉
に
行
き
た

知
人
は
「
鎌
倉
に
行
き
た

い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ

い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
が
、
乗
車
し
て
い
た

う
で
す
が
、
乗
車
し
て
い
た

の
は
大
船
か
ら
折
り
返
し
運

の
は
大
船
か
ら
折
り
返
し
運

転
の
電
車
だ
っ
た
そ
う
で
す

転
の
電
車
だ
っ
た
そ
う
で
す

▼
緊
急
時
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

▼
緊
急
時
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

日
本
語
だ
け
で
あ
っ
た
た
め

日
本
語
だ
け
で
あ
っ
た
た
め

に
生
じ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で

に
生
じ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で

し
た
▼
防
災
無
線
な
ど
も
現

し
た
▼
防
災
無
線
な
ど
も
現

状
で
は
日
本
語
の
み
が
流
さ

状
で
は
日
本
語
の
み
が
流
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
▼
様
々
な
国
の
人
が
安
心

す
▼
様
々
な
国
の
人
が
安
心

し
て
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る

し
て
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る

場
所
に
す
る
た
め
に
も
外
国

場
所
に
す
る
た
め
に
も
外
国

語
の
案
内
も
必
要
で
あ
る
こ

語
の
案
内
も
必
要
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。（
Ｎ
）

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。（
Ｎ
）

茶壷や茶入れの花飾り茶壷や茶入れの花飾り

創作作品「火の鳥」と倉田さん創作作品「火の鳥」と倉田さん

第30回近江神宮流鏑馬第30回近江神宮流鏑馬
神事奉納＝神事奉納＝今年６月３日 今年６月３日 

蓮
乗
院
・
阿
弥
陀
如
来
立
像

蓮
乗
院
・
阿
弥
陀
如
来
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（87）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

11月11月

１
本
の
ひ
も
で
美
を
表
現

１
本
の
ひ
も
で
美
を
表
現

「
国
際
結
び
文
化
展
」

「
国
際
結
び
文
化
展
」２
日
か
ら

２
日
か
ら

明
治
明
治
150150
年
記
念
「
鎌
倉
流
鏑
馬
」

年
記
念
「
鎌
倉
流
鏑
馬
」

1111
日
材
木
座
海
岸
で

日
材
木
座
海
岸
で
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